
日時：2013年9月4日（木曜日） 

１３：３０～１４：３０ 

場所：総合A棟111 

 

「コウリンタンポポにおける 
アポミクシスの 

初期発生について」 

第15回 テニュアトラック定着・普及事業  
若手セミナー 

(共催： 第5回 フード・セキュリティ 若手リサーチセミナー) 

連絡先：有泉亨（内線：4710; ariizumi.toru.ge@u.tsukuba.ac.jp) 

興味のある方、特に学類生・大学院
生の皆さんの参加をお待ちしており
ます!! 

 本セミナーでは、オーストラリア・アデレード大学で活躍する研究者（岡田博
士）による、コウリンタンポポのアポミクシスに関する最新の研究成果を発表し
て頂きます。岡田博士は、アポミクシス研究で世界的に著名なAnna Koltunow博士
の研究室で、その分子機構を解明する研究に従事されています。本講演では世界
最先端の植物科学研究についてのみならず、海外での研究活動や生活の体験験も
お話して頂く予定です。貴重なお話をうかがえるまたとない機会ですので、是非
セミナーにお集りください。 

講師：岡田崇 (アデレード大学・研究員) 

講演者：岡田崇 博士（Research Fellow） 
Australian Centre for Plant Functional Genomics 
The University of of Adelaide 
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